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募　
　

集

神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

ど
き
ど
き
体
験　

は
じ
め
て
の
テ
ン
ト
Ⅰ
・
Ⅱ

〜
手
ぶ
ら
で
キ
ャ
ン
プ　

我
が
家
の

　
　
　
　

ア
ウ
ト
ド
ア
デ
ビ
ュ
ー
〜

日
時　

①
５
月
２
日（
日
）午
後
12
時

30
分
〜
３
日（
月
）午
後
２
時

　

②
５
月
４
日（
火
）午
後
12
時
30
分

〜
５
日（
水
）午
後
２
時

内
容　

自
然
体
験
活
動
を
通
し
て
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
参
加
者
相
互

の
交
流
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自

然
の
中
で
楽
し
く
活
動
す
る
た
め

の
知
識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
ま

す
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

①
②
各
50
人（
抽
選
）

費
用　

１
人
３
，５
０
０
円
程
度

受
付　

４
月
10
日（
土
）ま
で

問
合
せ　

県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
３
４
４
２

℻  
０
４
９
５
‐
７
７
‐
４
９
０
７

自
衛
官
募
集
案
内

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
等
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１　

幹
部
候
補
生

受
付
期
間　

５
月
10
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者（
22
歳
未

満
の
か
た
は
、大
卒
見
込
み
含
む
）

大
学
院
に
お
い
て
学
位
を
受
け
た

か
た（
取
得
見
込
み
を
含
む
）に
つ

い
て
は
、
28
歳
未
満
の
者

試
験
日　

５
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）筆
記
式
操
縦
適
性
検
査（
パ

イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
の
み
）

２　

一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　

５
月
10
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日　

５
月
22
日（
土
）

志
願
書
類
の
請
求
・
お
問
合
せ

〒
３
６
０
‐
０
０
３
７

熊
谷
市
筑
波
３
‐
９
０
‐
１
国
際
ビ
ル
２
Ｆ

埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
４
８
５
５

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
募
集

対
象　

県
内
在
住
20
歳
以
上
の
人

任
期　

６
月
〜
来
年
３
月

内
容　

食
品
販
売
店
で
日
常
の
買
い

物
を
し
な
が
ら
食
品
の
表
示
の
有

無
な
ど
を
確
認
し
、
定
期
的
に
報

告
（
年
20
店
舗
程
度
）。

そ
の
他　

要
研
修
出
席
①
６
月
９
日

（
熊
谷
市
）、②
10
日（
さ
い
た
ま
市
）

の
い
ず
れ
か
。

定
員　

１
０
０
人（
選
考
）

申
込
み　

４
月
23
日（
必
着
）ま
で
に
、

は
が
き（
研
修
参
加
日
①
②
の
別
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

応
募
理
由（
１
０
０
字
程
度
）を
明

記
）で
左
記
ま
で

〒
３
３
０
‐
９
３
０
１
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
‐
15
‐
１

埼
玉
県
農
産
物
安
全
課

☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
１
１
０

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
　
　
　
　
　
　

（
神
流
川
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ

し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

日
常
の
生
活
の
範
囲
内

で
知
り
得
た
情
報
を
河
川
管
理
者

に
伝
え
る
こ
と
な
ど
。

委
嘱
期
間　

平
成
22
年
７
月
１
日
か

ら
２
年
間

活
動
範
囲　

烏
川
と
神
流
川
合
流
点

〜
浄
法
寺
地
先

応
募
対
象　

河
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
を
持
つ

20
歳
以
上
の
か
た
で
、
活
動
範
囲

の
近
隣
に
居
住
す
る
か
た(

概
ね

５
㎞
以
内)

。

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
又
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
活
動

範
囲
の
希
望（
神
流
川
）、
地
域
活

動
へ
の
参
加
経
験
等
を
記
入
。

※
応
募
締
切
日
は
５
月
14
日（
金
）

応
募
先　

〒
３
７
０
‐
０
８
４
１ 

　

群
馬
県
高
崎
市
栄
町
６
‐
４
１　

国
土
交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務

所 

河
川
管
理
課 

☎
０
２
７
‐
３
４
５
‐
６
０
４
１

℻  
０
２
７
‐
３
４
５
‐
６
０
９
１

神川フジマート隣り！  　神川町植竹483－1
☎0495－71－6431　080－3206－2688

写真編集や、オリジナル記念アルバム作成！
学生必見！入試や就職に役立つ資格在ります！
その他、便利屋も行っております。

パソコンを使って、親子でお絵かき！
パソコンで作る、水彩画！

パソコンクラブ M'sコミュニケーション 広告

広告は、広告主の責任において町が掲載したものです。
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古こ
ふ
ん墳

時
代
か
ら
平へ

い
あ
ん安

時
代
の
終
わ

り
頃
ま
で
の
土
器
に
は
、
赤
茶
色
を

し
た
土は

じ

き
師
器
と
、
灰
色
で
硬
い
須す

恵え

器き

が
あ
り
ま
す
。

　

土
師
器
は
縄

じ
ょ
う
も
ん

文
・
弥や

よ
い生

時
代
の
土

器
と
同
じ
よ
う
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た

が
、
須
恵
器
は
古
墳
時
代
の
中
頃

（
五
世
紀
）
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え

ら
れ
た
「
ロ
ク
ロ
の
使
用
」
と
「
窯か

ま

の
中
で
焼
く
」
と
い
う
新
し
い
技
術

に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

須
恵
器
は
こ
わ
れ
に
く
く
、
水
の

よ
う
な
液
体
を
貯
蔵
す
る
に
は
す
ぐ

れ
て
い
ま
す
が
、
火
に
弱
い
た
め
直

接
火
に
か
け
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
煮に

た炊
き
用
に
は
火
に
強
い
土

師
器
甕か

め

が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
中
の
中な

か
み
ち
い
せ
き

道
遺
跡
第
10
地
点
か

ら
出
土
し
た
古
墳
時
代
後
期
（
一
四

〇
〇
年
前
）の
土
器
は
、
竪

た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ

穴
住
居

跡あ
と

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
ま
さ
に

当
時
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
も
の
で

す
。
土
師
器
に
は
坏つ

き

・
甕
・
鉢は

ち

・
甑

こ
し
き

が
あ
り
、
須
恵
器
に
は
坏
・
蓋ふ

た

が
あ

り
ま
す
。
坏
は
食
器
、
蓋
は
須
恵
器

杯
の
蓋
、
鉢
は
貯
蔵
用
で
す
。
甑
は

蒸
し
器
で
、
底
が
筒
抜
け
状
の
も
の

と
、
小
さ
な
穴
が
た
く
さ
ん
開
い
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
内
部
に

簀す
の
こ子

を
い
れ
て
、
そ
の
上
に
穀
物
な

ど
を
置
き
、
水
を
入
れ
た
甕
に
さ
し

こ
ん
で
火
に
か
け
ま
し
た
。

　

写
真
の
前
列
左
は
須
恵
器
坏
（
口

径
一
三
㎝
）、
前
列
右
は
土
師
器
坏

（
口
径
一
四
㎝
）、
後
列
は
土
師
器
甕

（
高
さ
二
四
㎝
）
で
す
。

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
５
５
９

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
学
生
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
学

生
納
付
特
例
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
学
生
は

　

大
学（
大
学
院
）、短
大
、高
等
学

れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
出
を
す
る

こ
と
で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
健
康
課

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
１
１
３

支
所　

地
域
総
務
課

　

☎
０
２
７
４
‐
５
２
‐
３
２
７
１

熊
谷
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
１
５
８

き
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
る
か
た

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
手
続
き
は
、
そ
の
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
日
本
年

金
機
構
埼
玉
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

す
る
だ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
等
が

変
っ
た
か
た
は
、
あ
ら
た
め
て
、
窓

口
に
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

　

こ
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で

す
。
た
だ
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
超
の
と
き
は
、
こ
の
特

例
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。（
扶
養

家
族
が
い
る
場
合
、
限
度
額
は
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。）

◇
申
請
手
続
き
は

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
、
印
鑑
を
持

参
し
て
役
場
窓
口
へ
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
、
今
年
度
も
引
き
続

国
民
年
金
保
険
料
が
後
払
い

で
き
る
学
生
納
付
特
例
制
度

文
化
財
展
示
室
を
見
る
⑮

̶
 

土ど

き器
（
三
） ̶


